
田村ひろゆきの
議会トーク!



■田村ひろゆきの自己紹介

1978年7月生まれ 44歳

2018年12月の選挙で初当選

「徹底した情報公開」

「子ども・若者の声を届ける」

などを基本姿勢として掲げる

ＳＮＳで日々情報発信中！



◇西東京市の新型コロナウイルス感染状況

◇６月議会一般質問の内容から

◇「子ども」をめぐる陳情の結果と「違和感」

◇２つの意見書のゆくえ

◇市内消費喚起事業の検証が不十分

◇無所属３人が補正予算に反対した理由

◇巷をにぎわせている「政治」と「宗教」について

◇市議会議員選挙、予想される顔触れは



出典：西東京市ＨＰ■西東京市の新型コロナウイルス感染状況

7月以降急増
いわゆる
「第7波」



出典：西東京市ＨＰ■西東京市の新型コロナウイルス感染状況

■自宅療養者の方への支援

東京都の自宅療養者支援による食料品等
が届いていない自宅療養者の方へ、緊急
支援として、（1）食料品などの配布(1人当
たり3日分程度)、（2）パルスオキシメーター
の貸し出しを行っています。

申込専用電話 090-2531-7139

累計患者数 25136人
市民の約８人に１人

連日3ケタの
新規患者数



■６月議会の質問から

今回の質問は以下の６点

全文は田村ひろゆきのＨＰに

①市民意識調査・中学生まちづくりアンケートについて

②踏切対策について

③特色ある駅づくりについて

④ポイ捨てについて

⑤冷水機・給水機について

⑥下野谷遺跡について



■６月議会の質問から

①市民意識調査・中学生まちづくりアンケート

•質問：年代別で最も住み心地に対する評価が低かったのは
30代。その理由に「子育て支援や教育が充実していない」と
の回答が多かったのは問題だ。

•答弁：マンションや戸建て住宅が増え、お子さんをお持ちの
方が転入してきている。若い世代の方の声をしっかりと聞い
て政策に反映させる。

•質問：市への愛着度、将来的な居住意向いずれも中学生の
方が大人より低い。市長はどう感じるか。

•答弁：率直な声として受け止め、分析等を通じて子どもがど
真ん中のまちづくりに生かす。



■６月議会の質問から

②踏切対策について

•質問：府中道にある田無第３号
踏切、住吉小学校の北側や栄町
の健康広場の前を通る市道207
号線上の保谷第８号踏切は、接
続する道路より踏切内の歩行空
間が狭くなっており拡幅すべき。

•答弁：交通の錯綜が顕著な踏切
については、抜本対策の支障と
ならないよう速効対策を検討する
こととしている。

踏切直前で歩道がなくな
り、歩行者は車道側に押
し出されるような形になる



■６月議会の質問から

③特色ある駅づくりについて

•質問：市内には多くのアニメ制作会社がある。『あたしンち』
や『ケロロ軍曹』の舞台でもある。アニメをＰＲできるような駅
をつくれないか。また、東伏見駅を縄文遺跡を感じられる駅
にできないか。

•答弁：駅舎が改善される際、地域資源を生かした整備につい
て鉄道事業者に要請していきたい。

■西武新宿線の連続立体交差化
井荻駅～西武柳沢駅間の連続立体交差化事業は事業期間15年間を想定。これにより

市内２か所の踏切がなくなり、東伏見駅は高架化されます。その他の区間は早期実現
を要請しています。



■６月議会の質問から

④ポイ捨てについて

•質問：道路や公園、植え込みの中にたばこ
の吸い殻等のポイ捨てが見られる。対策は。

•答弁：清掃活動やマナーの向上を呼びかけ
る啓発活動を行っている。

•質問：駅周辺以外も路上喫煙(ポイ捨て)防
止地区に定めるべき。

•答弁：今まで市内5駅周辺を指定してきた経
緯をふまえ、改善の余地がないか調査研究
する。



■６月議会の質問から

⑤冷水機・給水機について

•質問：庁舎設置の冷水機が使用で
きない。熱中症の危険が高まる時
期を迎え、使用を再開すべき。

•答弁:厚生労働省からも「こまめな水
分補給」の重要性が訴えられており、
稼働を再開させる準備をしている。

•質問:マイボトル用のウォーター
サーバー(給水機)設置の検討を。

•答弁:今後も研究を続ける。



■６月議会の質問から

⑥下野谷遺跡について

•質問：５月11日から25日まで東伏見
市民集会所で下野谷遺跡特別展が
開催された。来場者からの意見は。

•答弁:「勉強になった｣、「常設展示室
を作ってほしい」など。

•質問:定期的な開催ができないか。

•答弁:今後もより多くの方々に下野
谷遺跡を知っていただけるような取
組みを検討してまいりたい。



■６月議会で決まったこと

子どもが意見表明しやすい環境づくり及び当事者の声を
聞く機会を設けることを求める陳情

⇒全会一致で採択

子どもたちが声を上げやすい環境を整えること、虐待等の被害を経験した
当事者の声を聞く機会を設けることを求める内容。

子どもの健やかな成長のため、教育現場でのマスク着用
について幅広い理解とその周知を求める陳情

⇒全会一致で趣旨採択

様々な理由でマスクの着用ができない人がいることを改めて広く周知する
ことや、未就学児は保護者の判断を尊重することなどを求める内容。



■陳情審査での「違和感」

①陳情者と教育委員会の認識がかみ合っていない

陳情者：「マスクの非着用によって差別やいじめの対象となり、ストレスを抱
え登校を渋ったり、不登校に至る事例まで起きている」「実質マスクの着用は
強制のような形になっている」

教育委員会： 「そのような報告は受けていない」「強制はしていない」

②陳情者の意図や思いを直接伝えられない

陳情者は議論を聞きながら色々と言いたいことが
あったのでは？陳情者が何らかの形で発言できる
機会が必要ではないか。

⇒どうやら制度上は可能なようです



■６月議会で決まったこと

沖縄戦戦没者の遺骨を含む土砂を埋立てに使用しない
ことを求める意見書

賛成 １２
共産4、立憲2、ネット2、

無所属4(小峰、森て、納田、田村)

反対 １４
自民9、公明5

反対討論なし

⇒賛成少数で否決

人道上許されない行為であるこ
とは明らか。新基地建設に対す
る賛否とは別問題だ。



■６月議会で決まったこと

国会における憲法論議の推進と国民的議論を求める意見書

賛成 １８
自民9、公明5、立憲2、

無所属2(小峰、田村)

反対 ８
共産4、ネット2、

無所属2(森て、納田)

⇒賛成多数で可決

憲法審査会を中心とした活発かつ広範な議論の推進と、国民的議論
の喚起を国会に求める内容。

あくまでも「議論をする」ことには反対しないという趣旨。一言一句たりとも変えてはならないとは
考えないが、平和主義の根幹をなす憲法第9条は堅持すべき。市議会議員としての私の責務は、
憲法が保障する権利が守られているのかという視点から、市政のチェック、提案を続けていくこと。



■市内消費喚起事業の効果検証が不十分

■昨年度実施された市内消費喚起事業(プレミアム応援券)
やキャッシュレス決済ポイント還元事業の実績をどう見るか。

・市内消費喚起事業の参加事業者アンケート

⇒そもそも、回収率が37%と低すぎる

⇒売上効果、約３分の１の32%が「変わらない」

⇒事業終了後の継続調査はしていない

・キャッシュレス～の参加事業者は？

⇒そもそも、アンケートしていない

⇒ 「売り上げが上がったと聞いている」などの
個々の感想のみしか答弁が出てこない



■７月の臨時会で決まったこと

令和４年度一般会計補正予算(第５号)

賛成 ２３
自民9、公明5、共産4、立憲2、
ネット2、無所属1(小峰)

反対 ３
無所属3(森て、納田、
田村)

⇒賛成多数で可決

①ワクチン接種事業
②コロナ禍における物価高騰等によりお困りの方や事業者への支援事業
学生等応援特別給付金給付事業、児童3人以上子育て世帯給付金給付事業
市内事業者物価高騰等対応支援事業、子ども関係施設・福祉関係施設・清掃事業
者・交通事業者への支援事業



■無所属３人が補正予算に「反対」した理由

①事業者支援の手法が公平性を欠く

・子どもや福祉関連の事業者
⇒前年からの経費増加分を確認して申請し、
後日実績報告書の提出により精算

・その他の個人事業主と中小企業
⇒規模に応じた一律支給で精算を求めない

②議会軽視の姿勢

・議決前にプレスリリース
⇒議決されない場合の想定をしていない

・多少の反対者がいても議案はすべて通る



■巷をにぎわせている「政治」と「宗教」について・・・

宗教団体に限らず、組織や団体の応援が得られれば選挙は楽。ポス
ター貼り、電話かけ、チラシ配り、様々な活動もやりやすいが・・・

２０２２年７月１９日放送
ＭＢＳテレビ
「よんチャンＴＶ」より

田村は、組織・団体に頼らず一人ひとりの個人に支えられています



議会トーク!
これからも続けていきます


